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ここに、研究を開始するのに至った経緯を書き、“研究をする意義“、“研究の価値“を説明する。これまで、自分の研究に関連した研究は、どのようなことが行われてきたか、どこまでできていて、何が問題だったかなどを、文献（先行研究）をもとに明らかにする。それをもとに、研究の意義、研究の重要性、研究の価値、を説明する。
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本研究がなにをしようとしたものかを、明確に記述する。
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図1　従来の技術の概要
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図2　粒流れ
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図3　流れ
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図4　画面
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